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２月１３日（金）、１４日（土）の２日間にわたっ

て第１７回目となる加茂知っとる検定が開催され

１３日（金）には加茂小学校６年生と加茂中学校

１年生が、１４日（土）には一般と小学校５年生

以下のこどもたちが検定に挑戦しました。 

今年度は一般の方の参加が例年より少ないなどあ

りましたが、小・中学生の部では、学校のご協力の

もと加茂小学校６年生に問題の案を考えてもらい、
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３月１４日（土）には表彰式が行われ、１級に

合格された方々に表彰状が贈られました。 

≪１級 合 格 者 ≫（五十音順） 

加茂中学校1年生 ４人、一般 3人 

加茂小学校6年生 １人・４年生 １人 

合計 ９人 

         

 

 

≪合 格 者 数≫ １ 級 ２ 級 ３ 級 合 計 

一  般  ３人 １人 ４人 ８人 

加茂中学校１年生 ４人 ２４人 ３３人 ６１人 

加茂小学校６年生 １人 １５人 ３０人 ４６人 

小学校５年生以下 １人 ０人 ０人 １人 

合  計  ９人 ４０人 ６７人 １１６人 

 

第１７回 加茂知っとる検定（総参加者数１９３人） 

２／１３（金） 会場：加茂小学校・加茂中学校 

加茂小学校６年生（９４人） 

加茂中学校１年生（８６人）  

２／１４（土） 会場：加茂交流館 

一 般（９人）・小学校５年生以下（４人） 

 
 

おかげさまで第１７回の知っとる検定を無事終え

ることができました。検定にご参加ご協力いただい

たみなさまありがとうございました。 

今年度は合格者が１００人を超えるなど小中学校

の地域学習が生かされた結果になりました。 

今後も加茂知っとる検定実行委員会では検定を

通して加茂の魅力を発信していきたいと思います

ので、来年度の知っとる検定にぜひご参加くださ

い。裏面に検定問題から１０問を抜粋しましたの

で、みなさんチャレンジしてみてくださいね。 

実際にその問題を出題するなど、検定に興味を持ってもらえるような取り組みを継続して行って

います。また、今年度は検定テキストを活用し地域学習を行うなどの取り組みも行われ、改めて

知っとる検定がこどもたちの地域を知るためのきっかけづくりになったようです。 

 
 

 

主催：加茂まちづくり推進委員会（主管：加茂知っとる検定実行委員会） 

 

※ 一般は１００問中９０問以上 

小・中学生は５０問中４０問以上の正解者 
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 加茂交流館 ✉ kamo-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp 

問１．加茂地域（旧加茂学区）の世帯数、人口について

２０２０年（令和２年）４月と２０２５年（令和

７年）４月を比べた時に正しいのはどれですか。 

① 世帯数も人口も増えている 

② 世帯数も人口も減っている 

③ 世帯数が増えている 

④ 人口が増えている 

問２．加茂と下加茂の町内会連合会が合併して、加茂

学区自治会連合会（現加茂自治会連合会）とな

ったのはいつですか。 

① １９６８年（昭和４３年）      

② １９８５年（昭和６０年） 

③ ２００７年（平成１９年）      

④ ２０１１年（平成２３年） 

問３．加茂町から山野町が分かれたのはいつですか。    

① １９２６年（大正１５年／昭和元年）  

② １９５１年（昭和２６年） 

③ １９７６年（昭和５１年）      

④ ２００１年（平成１３年） 

問４．江戸時代、芦原は江戸幕府の直轄地である天領

になっていました。この天領の管理を代官所が

行っていましたが、１７７６年（安永５年）、

一の井手の分水をめぐって騒動が起きた時に、

芦原村が訴え出た代官所は現在のどこにあり

ましたか。 

① 御幸町      ② 府中市上下町  

③ 神辺町      ④ 庄原市東城町 

問５．１９３１年（昭和６年）より発電を始めた山野

発電所は、福山の豪商  鉄屋  藤井与一右衛門が

自社の電力需要のために造ったといわれていま

す。藤井家の屋号「鉄屋」を何と読みますか。 

① しろがねや    ② てつや      

③ くろがねや    ④ かねや 

問６．大谷池は着工から完成までに何年かかりましたか。 

① １年   ② ５年   ③ １５年  ④ ２０年 

問７．井伏鱒二に関する記述で間違っているのはどれで

すか。 

① 早稲田大学に通っていた。 

② 本名は井伏滿壽二（いぶし ますじ）だが、

魚釣りが好きなので、ペンネームを井伏鱒二

（いぶせ ますじ）とした。 

③ 「ジョン万次郎漂流記」で直木賞を受賞した。 

④ 井伏鱒二の文学碑は生家の横に建っている。 

問８．四
し

川
かわ

ダムの近
ちか

くにある公園
こうえん

の名前
な ま え

は何
なん

ですか。 

① 多田
た だ

公園
こうえん

       ② 皆の
みんな

憩
いこ

いの広場
ひ ろ ば

 

③ 湯
ゆ

壺
つぼ

公園
こうえん

 

問９．加茂
か も

地域
ち い き

の運動会
うんどうかい

で行っ
おこな

ているスーパー玉
たま

入
い

れは

誰
だれ

が考え
かんが

たものですか。 

① 加茂小学校
かもしょうがっこう

の先生
せんせい

   ② 地域
ち い き

の人
ひと

 

③ 加茂小学校
かもしょうがっこう

の児童
じ ど う

 

問１０．賀茂
か も

神社
じんじゃ

で秋祭
あきまつ

りの時
とき

に行わ
おこな

れる『おどり』は次
つぎ

の

うちどれですか。 

① はねおどり  ② 秋
あき

おどり   ③ 太鼓
た い こ

おどり 

第１７回加茂知っとる検定問題より 

問１～問７ 一般用（四者択一） 

問８～問１０小・中学生用（三者択一） から抜粋 

 

２０２５年度は阪神・淡路大震災から３０年、戦後８０年など節目の年でもあり、大阪・関西万博の

開催、福山では世界ばら会議の開催など多彩な年でもありました。そうした中にあって、知っとる検定

や史跡めぐり、まちづくり座談会など交流館のかかわる多くの事業にご協力ご参加をいただきありがと

うございました。 

加茂地域においては、地域の課題を自ら考え解決するため、高齢化社会への対応や災害への備え、持

続可能な行事運営の検討などに取り組まれているところです。交流館としても、引き続き、地域の皆様

の活動を支える身近なまちづくりの拠点として、その役割を果たしていきたいと考えています。 

２０２６年度も、引き続き、地域や利用者の皆様方のご協力をいただきながら、より良い交流館とな

るよう諸事業に取り組みたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

加茂交流館 職員一同 

※ 答えは表面の下にあります。 

 

スマートフォンなどで右の

二次元コードを読み取とると

加茂交流館の施設概要や事業・

講座などを確認いただけます。 


